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 要  旨 
【背景と目的】 
 Mg合金の機械的性質は結晶粒径に大きく依存することが報告されており、結晶
粒を微細化することにより、室温強度・延性の向上と共に温間での超塑性発見に
よる加工性の大幅な向上が期待できる。本研究では、Mg合金の強度、機械的特性
を改善するため、AZ61Mg合金を用いて、強ひずみ加工法の一つである降温多軸鍛
造(MDF)法を、試料のバルジングや座屈を防ぐため、従来の自由鍛造に代わり、金
型を用いて行い、熱間から温間まで温度を下げながら多軸鍛造(MDF)を施し、機械
的背性質の変化を調査した。さらに、多軸鍛造後に時効処理と圧延処理を組み合
わせることで、更なる高強度化と機械的特性の改善効果を調査した。 
   
【実験方法】 
まず、鍛造用の金型を作成した。次に、AZ61Mg合金押出し材から押し出し方向
に平行に切出した矩形状試験片を、733Kで1h焼鈍した。焼鈍処理した試料をT=603K
～393K、ε
．
=3×10-3s-1、パス間ひずみ⊿ε=0.8 にてΣ⊿ε=7.2まで降温多軸鍛造
を施した。さらに、多軸鍛造材に対して圧延を施し、さらなる機械的性質
の向上を目指した。作成した試料に対し光学顕微鏡、TEMなどを用いて組織観
察を定量的におこなった。多軸鍛造材について、室温硬さ試験や、室温・高
温で引張試験を行い機械的特性など調査した。 
 
【結果】 
(1) 金型を用いて多軸鍛造を行うことで、バルジングや座屈を防ぎながら鍛造
を行い、理論通りの形状不変加工に成功した。  
 
(2) 降温多軸鍛造を施すことで、最終的に393ＫでΣΔε=7.2まで加工を達成
できた。その結果、平均結晶粒径0.3μmの微細粒組織を得る事ができた。 
 
 
(3) 室温引張試験の結果、結晶粒微細化によって、降伏応力が著しく増大した。
しかしながら、伸びは微細化と共に減少した。  
 
(4) 高温で引張試験を行った結果、高累積ひずみのMDF材で、応力や伸びに大
きなひずみ速度依存性が確認でき、低ひずみ速度では、超塑性が発現した。 
 
(5) 圧延を施すことで、伸びが若干減少したが、さらなる強度上昇を達成する
事ができた。 
 
